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過誤腫は、過剰成長した奇形組織であるもの

の真の腫瘍ではなく、幼若期にみられる発生異

常と考えられている１）。牛における血管過誤腫

は、歯肉、肝臓、心臓等で発生があり２-18）、多

くは一箇所での発生であるが、複数箇所で発生

がみられた報告はほぼない（表－１）。今回、

子牛の右後肢足根部皮膚並びに歯肉において複

数の血管過誤腫が形成された症例に遭遇したの

で報告する。 

 

 

１ 発生状況 

 令和５年 10月３日、２か月齢の交雑種子牛の

右後肢足根部皮膚に、複数の親指大の腫瘤形成

が確認された。10 月６日に診療獣医師が、右後

肢並びに口腔内に複数の腫瘤形成、左眼球の白

濁を確認し予後不良と判断したため、10月 13日

に鑑定殺を実施した。なお、当該牛は出生時か

ら右後肢足根関節の腫脹がみられていた。 

 

 

 

 

 
 

 

２ 病性鑑定成績 

（１）解剖検査：右足根部の腫脹並びに皮膚に

１cm から３cm 大の複数の腫瘤形成（写真－

１）、下顎切歯部の歯肉に膨隆した腫瘤形成

（写真－２）がみられた他、左眼球虹彩の白

色化が認められた。腫瘤の割面は白色半透明

で水分を多く含んでいた。その他の臓器に著

変はみられなかった。 

 

（２）病理組織学的検査：皮膚の腫瘤では一部

で化膿性表皮炎がみられたものの、表皮に肥

厚はみられず、真皮にアルシアン青（pH2.5）

染色で淡青色に染まる酸性ムコ多糖類の産



 

生とマッソン・トリクローム染色で濃青色に

染まる膠原線維の産生を伴う大小の走行不

正な血管増殖が認められた。増殖する血管は

血管壁を持たず、有糸分裂像や異型性のない

腫大した核を持つ内皮細胞で構成されてお

り、抗第Ⅷ因子関連抗原ウサギポリクローナ

ル抗体（ニチレイ）を用いた免疫染色で陽性

反応が確認された（写真－３～５）。 

 

同様の病変は歯肉の腫瘤においても認めら

れた（写真－６）。また、中脳の実質におい

ても腫大した核をもつ小血管の増殖が認め

られ（写真－７）、大脳脳溝部付近の実質に

石灰沈着が認められた。その他、腎臓の糸球

体の大小不同、眼球の網膜の配列異常が認め

られた。 

 

 

 

（３）細菌学的検査：主要臓器・脳からの細菌

分離は陰性であった。 

 

（４）血液検査：RBC195万／µL、WBC92,300／µL、

Ht21％であった。 

 

３ まとめ及び考察 

血管過誤腫は先天的な形成異常とされてお

り、多くは出生時または生後１週程度で発見さ

れる２,３,６,７）。本症例では出生時から右後肢に

異常がみられたことや、他の臓器においても発

生異常と推察される所見が認められていたこと

から、胎子期から病変が形成されていたものと

考えられた。脳でみられた血管増殖には間葉成

分を伴わないものの、皮膚の腫瘤で認められた

血管構造と類似していたことから血管過誤腫で

あったと考えられ、脳において発生が認められ

た症例であるとともに複数箇所に発生がみられ



 

たまれな症例であったと考えられた。 
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